
 
 

 

 

 

 

フォローアップ結果 

評点区分：おおむね順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 「京都大学の改革と将来構想」の一環として、本事業を明確に位置付け、研究支援体制の充実、

融合チーム研究プログラム等の実施など、着実に事業が展開されつつあり、おおむね順調に進んで

いることが確認された。今後、本事業のロールモデルとして成果の活用を期待したい。 

 

特に優れた点 

○ URA のキャリアパスとして、首席専門業務職、上席専門業務職、主任専門業務職、専門業務職の職

位を導入し、昇任・昇級システムが機能している。 

 

期待する点 

○ 平成 28 年度からの「部局 URA の所属を本部学術研究支援室に一元化する「オール URA 体制」への

移行については、URA 配置のスケールメリットを十分活かすとともに、多様なニーズに応じた研究支

援活動が展開されるよう、取組を適切に進めることを期待する。 
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